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自己紹介
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• 専門は情報法政策

• 共著に、山本龍彦編『AIと憲法』、
弥永真生・宍戸常寿編『ロボット・
AIと法』等

• ELSI NOTE、始めました



リスクと信頼
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• 信頼とは「情報不足を内的に保証された確かさで補いながら、手持ちの情報を過
剰に利用し、行動予期を一般化する」ことで「社会的な複雑性を縮限する」もの

• ニクラス・ルーマン著、大庭健・正村俊之訳『信頼──社会的な複雑性の縮減メカニズム』勁草書房（1990）

• 未来における他人の振る舞いによる利益を見越して、未来における他人の振舞い
（裏切り）による害が生じうることを認識しつつも、現在において決定を行なう

• 2 つの基本要素：「ポジティブ期待（ positive expectations）」と「リスクを受け入
れる意欲（willingness to be vulnerable）」
• 酒井泰斗・高史明「行動科学とその余波─ニクラス・ルーマンの信頼論」小山虎編『信頼を考える──リヴァイア
サンから人工知能まで』勁草書房（2018）



なぜいま「信頼」？
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• 信頼は「社会的な複雑性を縮限する」機能

• 情報化によって、信頼の構造（複雑性の縮限方法）が変わりつつあり、
また、信頼を〈操作〉することも容易に

→信頼を補完・保証・促進する〈社会資本としての信頼〉を、ELSI視点
で観察・再編・更新する必要



いいの？

• プライバシーの〈通知と同意〉モデルは
「人が社会にあってなお自律的存在として
生きる」ため「不当な取扱い及びそれに起
因する不利益を防止する」ための手段

• 佐藤幸治『現代国家と人権』有斐閣（2008）485頁

• そうだとすれば、同意以外の方法で個人情
報の不当な取扱い等を防止できるのであれ
ば、それはそれで構わないはず

• 曽我部真裕「自己情報コントロール権は基本権か？」憲法研究3 号
（2018） 75-78頁
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• 「プラポリ読まずに同意」と同じ状態？

• 信頼は、「その気になればいつでも再検
討できる」という建前

• しかし、実際にそうすると、そのメリッ
トを手放すことに（「安易に権威に従わ

ず自分で確かめるべき」というアドバイ
スが、しばしば的外れなのはそのせい）



ビジネスとリスクと信頼
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Reputation Trustworthy Accountability
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• 「ELSIの活動には賛成ですが、民間企業とのコラボレーションが
希薄な様な気がします」

• 「アカデミック・ラボ研究で、日本社会への実装はあるの？」

1日目の質問より
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社会実装に向けて

コラボし(て)ます！
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https://www.lbmajapan.com/

https://www.lbmajapan.com/
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• 「企業のマーケティング活動のようになるのでは？」

• 「企業のためのELSIは、社会のための科学技術という観点と衝突
するのでは？」

• 「ELSIセンターがアセスメント機関として権威化するのでは？」

1日目の質問より
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統制系ELSI と推進系ELSI
は分立できる
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“安心して「炎上」できる場”
をつくる
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• 接触確認技術は、データを用いて、陽性者
（≒感染した人）や陽性者と濃厚接触した
人などを特定し、予防や治療に役立てよう
とするもの

• 中国・韓国などで普及が進む
• 後発の日本や欧米では、よりプライバシー
に配慮した形での導入を進める
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• Apple/Googleは、位置情報ではなく、
Bluetoothを活用

• 接触の記録は、全て端末で管理
• 検査で陽性判定を受けたら、任意でサーバ
に識別キーをアップロード

• サーバーでは、陽性者のアプリの識別キー
のみ管理され、個人の特定はできない

• そのキーは、すべての端末に配信され、
キーが合致すればアラート

• 感染者の照合は各自の端末内で完結

https://www.bbc.com/news/technology-52441428

https://www.bbc.com/news/technology-52441428
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https://cio.go.jp/node/2604

https://cio.go.jp/node/2604
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新型コロナウイルス対策アプリを
インストールするか迷ったら
確認したい10の視点

https://elsi.osaka-u.ac.jp/research/research_category/elsi_note

どうする？
接触確認アプリ

2020/0
4/30

ver0.8 リ
リース！

https://elsi.osaka-u.ac.jp/research/research_category/elsi_note
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• 4/15 Code for Japan がコンタクト・トレーシング・アプリの開発に関
するプレスリリースを公表

• 4/23 内閣官房テックチーム会合（第2回）で「現在進行中のプロジェクト
一覧」のなかで言及し「我が国での実装に向けた論点を政府内で検討中」

• 4/30 ELSI NOTE ver.0.8 公開
• 5/1 個人情報保護委員会が「新型コロナウイルス感染症対策としてコンタ
クトトレーシングアプリを活用するための個人情報保護委員会の考え方につ
いて」を公表

• 5/4 Apple/Googleがアプリ開発方針を公表
• 5/8 内閣官房テックチーム会合（第3回）開催、アプリ開発を厚生労働省
に移管する方針を決定

• 5/9 接触確認アプリに関する有識者検討会合（第1回）開催
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何のための技術（アプリ）か、目的を確認する
アプリの利用は自発的なものであることを確認
する
通知される「濃厚接触」の意味や精度を知る
アプリにできることとできないことを把握する
データの使われ方を把握する
データが安全に管理されているか確認する
誰がどんなデータにアクセスできるのかを知る
アプリを使えない人たちに対する配慮の有無を
確認する
自身の「接触可能性」を知った後、とるべき行
動を把握する
第三者がチェックする仕組みがあるか確認する

1
2

3
4
5
6
7
8

9

10



23

• 目的がきちんと明示されているか？
• それは、行政・専門家が濃厚接触者を把握する

ための補助なのか、それとも通知を受けた個人
に行動変容に促すためなのか。

• 技術（アプリ）が何を達成しようとしているの
か明示されているか。それが達成できるかどう
かにはどれくらい不確実性が含まれているか。

• 公衆衛生上の大きな戦略の中にきちんと位置づ
けられているか。移動や集会の制約を緩和して
いく「出口戦略」の一環なのか。

• 人による接触確認を補完するものか、それとも
代替するものか。

• 目的に応じて、必要な普及率（人口に対するア
プリのダウンロード率）が異なってくるだろう
が、それはどの程度か。

• コンタクト・トレーシング技術の仕組み
が分かりやすく説明されているか?
• 中央サーバ型（centralized）か、個別端末分散

型 （decentralized）か。
• 感染の有無は、自己申告型か、陽性診断型か。
• 「新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理

支援システム (仮)」とどう接合されるのか。
• 自分に生じるベネフィットが、あるかも

しれないリスクを上回っていると思える
か？

• 社会全体のベネフィットが、あるかもし
れないリスクを上回っていると思える
か？

1 何のための技術（アプリ）か、目的を確認する
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• 5/9 接触確認アプリに関する有識者検討会合（第1回）開催
• 5/12 ELSI NOTE ver.0.9 公開
• 5/17 接触確認アプリに関する有識者検討会合（第2回）開催
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• 5/17 接触確認アプリに関する有識者検討会合（第2回）開催
• 5/21 Apple/Googleがアプリ開発用のAPIを公開
• 5/26 「接触確認アプリに関する仕様書」「『接触確認アプリ及び関連シ
ステム仕様書』に対するプライバシー及びセキュリティ上の評価及びシステ
ム運用留意事項」の公表

• 6/12 「接触確認アプリの概要」「接触確認アプリ利用者向けＱ＆Ａ」等
の公表

• 6/18 ELSI NOTE ver.1.0 公開
対応されている部分は青色、対応されていない部分は赤色でコメント

• 6/19 「新型コロナウイルス接触確認アプリ COCOA」提供開始
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2020/0
6/18

Ver1.0 リ
リース！


